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今月のストーリー
阪神淡路大地震 (1995年）

1914 年
桜島大噴火

1945 年
三河地震

1993 年
釧路沖地震

2001 年
インド西部地震

1995 年
阪神淡路大震災

今月のストーリー

阪神淡路大地震(1995年）

CWS Japanのホームページはこちら→

　
1995年 （平成7年）1月17日、兵庫県南部に発生した大規模地震災害。近畿圏の
広域で大きな被害があった。神戸市市街地の被害は甚大。戦後に発生した地震災害
としては東日本大震災に次ぐ規模。死者約6434名。

【被害の特徴】
圧死・火災・ライフラインの寸断
　冬季の早朝に発生したため、自宅で就寝中の圧死と各所での火災が特徴。道路・
鉄道・電気・水道・ガス・電話などのライフラインが寸断され広範囲で全く機能し
なくなった。これ以降、都市型災害および地震対策を語る上で、「ライフライン」の
早期の復旧、「活断層」などへの配慮、建築工法上地震への留意点、「仮設住宅」
「罹災認定」等の行政対策が考えられ、各種対策が実施されていった。またボランテ
ィア活動や地域コミュニティの繋がりの重要さへの注目など、これ以降災害対策が
大きく変化した。

【学びポイント】
● 的確な状況判断と迅速な行動が身を守る。それには日頃の備えが必要！
●コミュニティや近隣による人命救助、消火活動は大きな力。常日頃から地域と繋が
　りを作ろう！

防災アクション

ガスの元栓やブレーカーの場所は確認していますか︖
避難の際は元栓を閉めブレーカーを落とします。　

家具は固定していますか︖
圧死やけがを防ぐため家具は壁や天井に固定しておきます。


